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連結鋼管矢板について

連結鋼管矢板は，2本の鋼管をH形鋼で溶接加工した建材です．

矢板間の継手は，従来の鋼管矢板継手を使用するタイプや，止水性能
と剛性を高めたH-H継手などがあります．

■主な特長
①２本同時打設による工程短縮が可能
②工場加工により精度良く連結され，壁体としての精度が向上
③鋼管の回転が無く，継手抵抗を軽減し，鉛直打設精度が向上
④継手箇所の半減など環境影響要因が低減



技術名称

■連結鋼管杭(特許名称:耐震支持杭)

特許第3076827号

■連結鋼管矢板

意匠第1138292号

■連結鋼管矢板 矢板用鋼管

意匠第1155071号

■連結鋼管矢板 矢板用鋼管

意匠第1230968号



高剛性

鋼管をＨ形鋼で一体化することで，断面剛性が増加します．



水平支持力特性

荷重～変位曲線

遠心載荷実験装置

鉛直方向のずれ



その１：高い遮水性能



連結鋼管矢板の遮水方法

工場溶接 工場溶接

完全遮水 完全遮水

継手嵌合部

鋼鉄製突起（止水材保護）

膨潤止水材の接着（現場取付）

膨潤
水に浸漬

鋼鉄製突起（止水材保護，継手外れ防止）



現地遮水性能試験の実施

■既往知見（室内透水試験）
水頭差５ｍ（作用水圧0.05MPa ）以下の条件

透水係数1×10-8cm/sec（遮水シート厚さ2mm，両面）

前提条件
①バイブロハンマ打設時に膨潤止水材が剥離せず，

②嵌合部が継手下端部まで所定の同一形状を保持し，

③継手内部の排泥処理が確実に実施できる．

■確認事項（現場透水試験）
①嵌合と排泥状況，膨潤止水材の低剥離 → ボアホールカメラ撮影

②現地打設後の透水係数 → 継手内部水位観測，３次元浸透流解析



現場透水試験



H-H型継手の形状

H250

H300

H300

H350

膨潤止水材

鋼鉄製突起

フランジ間隔
10mm

H300-H350嵌合部H250-H300嵌合部

フランジ間隔
６mm



継手内部の状況

継手嵌合部〔H350-H250〕
（排泥処理後）

ボアホールカメラ撮影状況

継手内部展開写真



水位変動観測記録

観測開始時の初期水位

2.5cm(観測井戸)



３次元浸透流解析による遮水性能評価

H-H継手断面
立体図

上面図

H-H継手の透水係数と水位変化



その２：高い鉛直打設精度



打設方法

■主要施工機械
①クローラクレーン（150t吊）
②バイブロハンマ（180kW）
③特殊加工チャック〔ハーモニーチャック〕
④ハンマ用発電機（600kVA）

導材
（H-350）

鋼管
（φ800）

クリアランス１ｃｍ

設定値



打設精度測定結果

土質柱状図
計測状況

平均変位量

■鉛直打設精度
長辺方向：1／1,110
短辺方向：1／2,620



打設時の騒音・振動

騒音振動測定位置



施工実績
～井筒基礎への適用事例～



施工実績
工事名称（仮称）：
ヨコハマポートサイドA-3街区プロジェクト商業棟工事
北口連絡デッキP3橋脚下部工事



連結鋼管矢板の適用性



継手形式の比較



井筒基礎への適用
連結鋼管矢板は，部材剛性が高く，井筒基礎径を縮小できます．

打設本数の減少
２本同時打設
継手注入箇所の半減

井筒基礎径の縮小
工期の短縮

工期を約２５％短縮可能

建設費を約１０％削減可能

※連結鋼管矢板井筒基礎の仕様は，H-400*400*13*21で連結した場合の数値．



廃棄物埋め立て護岸への適用

■確実な継手部の形成を実現
■継手部止水作業の確実性が向上
■遮水性能の高い，高剛性な廃棄物埋め立て護岸が早期に構築可能

廃棄物埋め立て護岸のイメージ



その他への適用

■土留め壁（仮設壁，本体壁）への利用
Ｈ形鋼を利用し，壁とスラブの接続が容易となる．

■パイプルーフへの適用
フラットな外形状を有し，周辺地盤への影響を軽減できる．

本体壁への利用イメージ パイプルーフ適用イメージ



おわりに ～新技術の特長～

①工 程 ２本同時に打設するため，工程・工期が短縮できます．

工期短縮による機械，設備，労務費の経費が削減できます．
断面剛性の増加により鋼材量が減少します．②経済性

③品 質
工場加工により精度よく連結されるため，
壁体の精度に優れます．

④施 工
杭２本が連結されているため，鋼管の回転が少なく，
継手部の抵抗が小さくなり，鉛直精度が向上します．

⑤環 境
継手箇所の半減および遮水性能の高い継手の開発により，
海上工事などにおける継手注入材の流出を抑制します．




